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子どもデザイン教室事業のご報告

京都教室も母子生活支援施設で
年6回・約30名のレッスンを実施

6つの児童福祉施設と一般家庭の児童に
4つのプログラムを実施
　2025年度は次の4つのプログラムを実施しました。低学年向けの「絵

と工作レッスン」と児童福祉施設専用の「えとこうさくレッスン」は、自

由工作などを通じて自己肯定感を高めるのが狙いでした。子どもが絵を描きながら自分

の気持ちを伝える「おとなとこどものじかんワークショップ」は、子どもの意見表明力を育

てるのが狙いでした。

　高学年向けの「こどキャラレッスン」は、オリジナルのキャラクター商品を制作し、販売

会「こどキャラショップ＆カフェ」で自ら販売しました。他にも自薦の絵本をプレゼンする

発表会「言葉で描く絵本の世界」もしました。こうした経験を通して自己肯定感を高め、意

見表明力を育てるのが狙いでした。

　2025年度の反省点は「おとなとこどものじかんワークショップ」が低調だったことです。

その原因はおとなの技量が問われるハードルの高さでした。美術で子どもの意見表明を

育てる画期的なカリキュラムと考えましたが、残念ながら2025年度で撤退します。しかし

下記の通り、何気ない会話が子どもの支えになったり、ほとんどの子どもが自身の成長を

実感できたりしたのはレッスンの成果です。

「デザイン国語」の学会発表と啓発活動
　伊藤嘉余子理事（大阪公立大学学長補佐）・井上翔一理事・藤井健志先生の3氏による

「デザイン国語」。今年で8年目になる学会発表を日本子ども虐待防止学会北海道大会で

実施しました。デザイン国語とは国語の機能を使って親と暮らせない子どものセルフア

ドボカシーを支援するユニークなカリキュラムです。

　このほか伊藤嘉余子理事が兵庫県やモンゴルなどで、「5つのきく」「かきくけこうふく

ろん」と題した講演・研修を年11回実施し、述べ約730名の教職員はじめ、多くの方々に

ご聴講頂きました。また代表理事の和田は東京武蔵大学で講演し、子どもデザイン教室

の普及と啓発に努めました。

2025 Repor t

述べ94回・783人のレッスンで満足度95％、
児童福祉施設59人・一般家庭20人の
子どもを笑顔に
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「（施設で）いろんなことがあったとき、

  たかさんが『どうしたの？』と聞いてくれて

  うれしかった」

「最初（レッスン）は普通だったけど、

  どんどん面白くなって、最後はすごく面白くて、

  来年もまたすごく楽しみ」

「商品1つ1つのクオリティーは高くできて、今までより成長できた。

  いいかげんに作らないという（レッスンの）目標を達成できたし、

  自分の目標の人前でも話せる様になってきていると思った。

  成長をたくさんしたし、悩むこともあったけど楽しかった」

子どもたちの振り返りより

日本子ども虐待防止学会北海道大会で「デザイン国語」学会発表

平均8,900円の売り上げ、販売会「こどキャラショップ＆カフェ」

今年度で撤退する「おとなとこどものじかんワークショップ」

いつも笑顔、児童福祉施設への出張「えとこうさくレッスン」

創作を通して自分を表現し、自己肯定感を高める「絵と工作レッスン」



子どもデザイン基金事業のご報告
2025 Repor t

113名様の個人ご寄付、24社様の法人ご寄付、
さらに20名様の継続ご寄付
総額2,756,354円のご支援
　2026年度は個人様で900 , 0 0 0円ものご寄付を頂くなど、総計

133名の個人様、24社の法人様から総額2,756 , 354円のご寄付を

頂きました。くわえて画材・お菓子など、30,000円相当のご寄贈品

を頂きました。しかしボランティアスタッフのご尽力を頂きながら

も、206,892円の赤字となりました。

大阪東ロータリークラブ様と協同で
キッズプラザ大阪でのクリスマス会に
児童福祉施設の子どもたちを招待
　12月、児童福祉施設の子どもたち・施設職員さん・大阪東ロータリークラブ様など、総

勢72人でキッズプラザ大阪でクリスマス会をしました。キッズプラザ大阪で遊び、マクド

ナルドとミスタードーナツを頂き、サンタさんの手品、たくさんのお菓子、ゲーム、プレゼ

ント交換と大盛り上がりでした。

福祉型キャラクタービジネス「こどキャラ」
　子どもデザイン教室の子どもたちが描いたキャラクターを法人

様や個人様に販売し、その収益金を子どもデザイン教室の運営資

金にするユニークな福祉型キャラクタービジネス「こどキャラ」。今

年度は日光コーポレーション様のキャラクターマークやお名刺な

ど、138,050円の収益金がありました。 個人様のお名刺

キャラクターマーク
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＊数字は延べ員数、正会員費を含む

親と暮らせない子どもと共作したキャラクターを広告宣伝にお使いください。

①独占使用
②共同使用

税別

税別

税別

120,000円
60,000円

30,000円

●ご依頼のキャラクターを制作する場合

●既存のキャラクターを使用される場合

③共同使用

やまぽこさん © 2012 Children Design Educationキラキラ太陽さん 
© 2014 Children Design Education

あたまわるぐま 
©2015 Children Design Education

とんがらりん © 2011 Children Design Education

にっこりえがおのチョウチョさん © 2014 Children Design Education

不思議忍者 © 2014 アスト株式会社

ぷわ © 2016 読売新聞大阪本社

to☆mate © 2016 読売新聞大阪本社

はぐくま 2013 © Children Design Education

サニーチャイルド 2015 © Children Design Education

子どもデザイン教室は親と暮らせない子どもを支援をす

るNPO法人です。その子どもたちと共作したイラストを

広告宣伝にお使いください。その使用料でレッスンの画

材などを購入します。皆様の広告宣伝が親と暮らせない

子どもを笑顔にします。

児童福祉×
キャラクタービジネス

®

06-6698-4351
お問い合わせは

献身的にご支援くださるボランティアスタッフ

キッズプラザ大阪でクリスマス会



こどもサポートホーム事業のご報告
2025 Repor t
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（個人事業）

天真爛漫ではいられない思春期たち
　2025年春4月になり、新しい子どもを迎え、子どもが6人になりました。ファミリーホー

ムは里親の延長ですから、皆で一緒に暮らすことを大切にしています。しかし問題は、

様々違う家庭環境で育ってきた子どもが一緒に暮らすため、自ずとルールでグリップしな

いといけないことです。

　子どもは成長と共に自我を形成し、ルールからはみ出して、「自由にしたい」「ルール

ばっかり」といい、あげく行く当てもないのに「早くホームを出たい」といいます。すると

あっという間に子どもとの関係が崩壊しました。それから毎週ミーティングを開き、関係

改善を図りましたが、元に戻れる気がしませんでした。話合いには応じず、整合性のない

ことをいったり、やがて私をなじりだしたりで、段々しんどくなってきました。

　ただこうした関係崩壊は子どもとのあり方を再定義するよい機会になりました。これま

での私の態度を振り返り、頭ごなしだったことを反省しました。そして子どもとちょっと距

離をおくことで、子どもとの関係が悪循環に陥らないようにしました。最後には「こんな日

もあったね」といつか子どもと笑いあえる日がくることを願うしかありませんでした。

ようやく底打ちの気配
　これまで私はファミリーホームを運営するにあたり、「この子たちの父親だ！」と気張っ

て休まず頑張ってきました。しかしあまり前のめりになると迷惑に思う子もいるし、自分

の精神的にもよくないと思い始めました。児童養護への思いは変わりませんが、この頃か

ら冷静に距離を置くことも大切だと考え始めました。

　そうするうちに、関係が崩れていた子どもとある日、「マクドいこか？」と長居公園でマ

クドナルドを頬張りました。この子がホームに来た当初、関係が悪かった頃、二人で初め

て行ったのもマクドナルドでした。高校のことや、将来のことを久しぶりに話をしました。

初夏の風が心地よく、4月から続いた焦燥感はようやく底打ちの気配を感じました。

子どもの家庭復帰
　7月末、大学生の子がめでたく家庭復帰しました。初めての珍しいケースです。特段、私た

ちが努力をした訳ではありませんが、結果的にホームに委託されたからこそなし得た家庭

復帰でした。このようにその子の人生の好転に私たちがお役に立てたのであれば、ファミリ

ーホームの意義があると思いました。

旅は仲良しになるためのスパイス
　2025年の夏は子ども同士の関係性が悪く、長崎・神戸・青森と別々に3回旅行をしま

した。日常生活では子どもに嫌なことをいわないといけなかったり、仏頂面になったりで

すが、旅先ではそんな必要もなく、私も子どももずっとふざけて、笑っていました。こんな

時間を日常に挟む大切さを再認識しました。旅は仲良しになるためのスパイスです。

言葉だけではない子どもの意見表明
　見えていたようでまったく見えていないことがあります。12月末、恒例の北海道の旅行

でのことです。ホテルの朝食バイキングは旅の楽しみです。私は決まって洋食で、ファミ

リーホームもホテル並みの朝ご飯にしようと、朝の洋食を毎日の使命としてきました。

　ところが。ふと子どもたちの配膳を見ると、みんな和食を食べています。そこで「和食、

好きなん？」と聞くと、みんな「そうやで～」といいます。驚きでした。「魚は嫌い」とか、

「揚げ物大好き」とかいうので、すっかり子どもは洋食好きと決め込んでいました。これは

「何にも見えていないんだな～」と反省しました。きっと子どもたちなりに遠慮したり、い

いだせなかったりしていたのでしょう。こうして思うと子どもの意見表明とは、「何かあっ

たらいって」や「何でも聴いていますよ」ではないと思いました。

　つまり子どもの意見表明とは、言語化されていない子どもの表情や行動を見て、訊い

て、「あなたのいいたいこと、したいことは、もしかして○○なんじゃない？」と具体的にし

ていくことだと考えました。2025年度を振り返ると、新しいことは何一つできませんでし

た。しかし「理想の里親とは？」を深く考えた1年でした。

7月、子どもの巣立ち

7・8月、関西万博・神戸旅行、長崎旅行、青森旅行

10月、名古屋旅行

12月、北海道旅行

3月、東京旅行



教室事業

2027 2028 2029
設立20周年

収益事業を終了

多彩なレッスンの蓄積

5人の親と暮らせない子どもを養育

デザイン教育による「親と暮らせない子どもの支援」ロードマップ

法人化20周年
2030 2031 2032（年度）

一般レッスン

施設レッスン
子ども

デザイン
教室

こども
サポート
ホーム

基金事業

養育事業

移転
山坂事業所 南田辺事業所

出張レッスン

在宅レッスン

多人数へ「広がる」絵と工作レッスンを
代表理事以外の次世代スタッフが運営

出張レッスンの広報・資金支援

少人数へ「深まる」将来デザインレッスンを
代表理事が運営
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受講生数の推移
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「えとこうさくレッスン・こどキャラレッスン・
将来デザインレッスン」を実施
　2026年度、「えとこうさくレッスン」は初心者向け「えとこ

うさくレッスン」と初級者向け「絵と工作レッスン」を統合し

ます。「こどキャラレッスン」は毎週木曜日のレッスンを月1

回土曜日に集約します。本年度の大きなお知らせは、7年ぶ

りの「将来デザインレッスン」の復活です。このレッスンは

「自分の人生をデザインできる人になる」レッスンです。

　2026～2029年度は代表理事の和田の高齢化に伴い、収

益事業である一般向けレッスンの人数を減らし、法人の本

来目的である「親と暮らせない子どもの支援」を継続するた

めの準備期間とします。これは事業の集中と経費削減で、

次世代が運営しやすくするための施策です。

集中と経費削減で、次世代に繋がる支援を
　現在の教室事業は経常的な赤字が続いています。そこで固定経費削減の

ため、2030年度をもって現在の山坂事業所を閉鎖し、発祥の地である南田

辺事業所に移転します。この結果レッスン会場がなくなるため、収益事業の

一般向けレッスンは2029年度までに終了します。

　その上で法人の本来目的である施設向けレッスンを出張と在宅の2つの

形で実施します。一つは児童福祉施設向けの出張「絵と工作レッスン」です。

皆様からのご寄付はこの出張レッスンに活用し、ご寄付の効果を見える形

にします。そしてこのレッスンの講師や広報・寄付活動は、代表理事の和田

以外の次世代スタッフが担当します。

　もう一つはこどもサポートホーム向けの在宅「将来デザインレッスン」で

す。このレッスンは里親子である代表理事の和田が担当し、自身の法人運

営の最終形にします。2007年から始まった子どもデザイン教室の活動は

2027年度で丸20年を迎えます。デザイン教育による「親と暮らせない子ど

もの支援」は、次世代への継承をめざしてまいります。

子どもデザイン教室事業の計画
2026 Plan

年12回土曜日／年会費：4,000円・月会費：12,000円（児童福祉施設は無料）

年6回土曜日／年会費：4,000円・月会費：6,000円（児童福祉施設は無料）

京都教室も母子生活支援施設で
年6回のレッスンを計画

6つの児童福祉施設と一般家庭の子どもに
3つのプログラムを展開

述べ60回・444人のレッスンで満足度95％、
児童福祉施設40人・一般家庭17人を計画

年12回日曜日／年会費：4,000円・月会費：無料

②児童福祉施設と一般家庭向け

③児童福祉施設向け

①児童福祉施設と一般家庭向け
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「デザイン国語」の学会発表・啓発活動・書籍化
2026年度は日本子ども虐待防止学会大阪大会での学会発表、講演・研修などの啓発活動、

「デザイン国語」のテキストブックの発刊をめざします。

2029年度までの中期計画

2030年度からの長期計画

段階的に
一般受講生を

縮小

2026年度は
91.3万円の
赤字予想

子どもたちが笑顔になり、自立を支援するレッスン



大阪東ロータリークラブ様との協同や
「こどキャラ」の実施
　12月、キッズプラザ大阪で大阪東ロータリークラブ様との協同でクリス

マス会を開催します。他にもいくつかのイベントを企画中です。

　また親と暮らせない子どもが創作したキャラクターを販売し、その収益を

レッスン費用にする福祉型キャラクタービジネス「こどキャラ」を実施します。

5人の子どもを育てます。
　2026年度もまた、中学生の子どもが家庭復帰します。これ

により子どもは4人となりますので、いずれまた、新しい子ども

を迎えることでしょう。いくつの子どもが来るのか？また楽し

みの一つです。

　中高生は将来の自立を見据えて、その特性が活かせる得意分野は何かを

模索しています。また思春期を迎え、時には手を焼くこともあるでしょう。

しかし子どもの主体性を育みながら、人生の大きな選択を迎える大切な時

期だからこそ、教育の必要性の理解を促すことはおとなの課題です。

養育の困難な子どもの子育て
　養育の困難な子どもは、専門的な施設で育てるべきか、あるいは家庭的

な我がホームで育てるべきか、悩んでいます。他の施設へ移っても状況が良

くなる確証はなく、措置変更がその子に及ぼす悪影響は計り知れません。

　一方で子どもの成長段階にあわせ、最適な支援者が養育のバトンをリ

レーするのも一つの養育方法です。そのほか他の子どもの安心や、スタッフ

の心身の安全保障も私の大切な役割です。相反する様々な見解が対峙する

ため答えはありません。「ほかに良い方法があるのでは？」と、いつも堂々巡

りをしています。

「将来デザインレッスン」の実施
　2026年度は子どもデザイン教室の新しいカリキュラムとして、「将来デザ

インレッスン」をします。これはこどもサポートホームの子どもたちが将来、

自分の人生を心から愉しむためには「今、何をすべきか」を学ぶレッスンで

す。さらに2030年度からは、教室とホームの事業を統合し、在宅でのレッス

ン形式に移行する予定です。これをもって私自身のレッスンの最終形にし

たいと考えています。

　個人的な話ですが、代表理事の和田は今年で65歳になり、この事業をあ

と10年、20年と続けることは困難です。里親になってもう15年になります

が、まだまだ未熟者で、時には怒りや悲しみで心が揺れ動く毎日です。それ

でも何とか児童養護の理想形を見出して、児童養護の日々を全うしたいと

願っています。

　親と暮らせない子どもを支援するために、キッズサ

ポーター（賛助会員）となって、継続的なご支援をお願い

します。1日あたり約30円から始められるご寄付が、子ど

もたちを笑顔に繋がっています。ほかにも自由額でご寄

付頂ける方法もございます。皆様からのご厚情を賜りま

すよう、何卒お願い申し上げます。

子どもデザイン基金事業の計画

こどもサポートホーム事業の計画

2026 Plan

2026 Plan

継続的なご寄付のお願い

5

月1,000円　月3,000円　月6,000円
お支払い方法はクレジットカード決済か、銀行口座振替のいずれかをお選びください。

(1) クレジットカードでお支払いの場合、右記QRコードよりお手続きをお願いします。

(2) 銀行口座振替でお支払いの場合、下記口座よりお振り込みをお願いします。

　  ゆうちょ銀行 〇九九店（ゼロキュウキュウ）【当座0313097】 トクヒ）コドモデザインキヨウシツ

　  りそな銀行 田辺支店【普通1324704】 トクヒ）コドモデザインキヨウシツ

（個人事業）

913,000円の赤字と今後の改善策
　2026年度は総額1,850,000円のご寄付を計画しています。しかしそれで

も913,000円の赤字を想定しています。これは収益レッスンと非収益レッス

ンの混在による運営効率の悪さと固定経費の高さが原因です。このため

2029年度までに収益事業を終了し、事業の集中と経費削減で、今後も事業

を継続できる体制に改めます。

　とりわけ皆様からのご寄付は、児童福祉施

設向けの出張「絵と工作レッスン」のレッスン

に活用し、ご寄付の効果を皆様に見える形に

します。ほかにも広報・寄付活動として、キッズ

サポーター（賛助会員）を募集します。毎月継

続的にご寄付くださるご支援者を増やすこと

で、安定した運営をめざします。

企業様・団体様と協同し、親と暮らせない子どもを笑顔にする企画を実施

2026年度も年4回の旅行を計画
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